
広　告

6

日
　
時
　
９
月
13
日(

日)

　
　
　

　
受
付
／
午
前
８
時
30
分
〜
９
時
20
分

　
式
典
／
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
20
分

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
／
午
前
10
時
30

　
分
〜
11
時
30
分

場
　
所
　
常
北
地
区
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

　
桂
地
区
／
桂
公
民
館

　
七
会
地
区
／
七
会
公
民
館

対
　
象
　
町
内
に
在
住
の
75
歳
以
上

　
の
方

※
対
象
者
に
は
事
前
に
招
待
状
を
送

　
付
し
ま
す
の
で
、
当
日
ご
持
参
く

　
だ
さ
い
。

　
交
通
安
全
協
会
で
は
、
長
年
に
わ

た
り
無
事
故
・
無
違
反
運
転
を
続
け

て
い
る
「
優
良
運
転
者
」
に
表
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
。

表
彰
資
格
　
　
笠
間
地
区
交
通
安
全

　
協
会
会
員
で
あ
る
こ
と 

　
町
内
に

　
居
住
し
、
４
輪
車
以
上
の
免
許
所

　
持
者
で
あ
る
こ
と 

　
10
年
間
無
事

　
故
・
無
違
反
で
あ
る
こ
と

表
彰
手
続
に
必
要
な
も
の
　
　
運
転

　
免
許
証 

　
印
鑑 

　
７
０
０
円(

無

　
事
故
・
無
違
反
証
明
書
交
付
手
数

　
料
）

申
込
期
限
　
８
月
31
日(

月)

　
所
有
者
の
死
亡
や
給
水
装
置
の
売

買
・
贈
与
等
に
よ
り
所
有
者
が
変
わ

っ
た
場
合
は
、
給
水
装
置
所
有
者
変

更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　
手
続
き
方
法
等
詳
細
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
所
有
者
と
は
、
給
水
装
置(

給
水
管

　
及
び
付
属
用
具
）
の
所
有
権
を
有

　
す
る
方
で
す
。

　
水
戸
地
方
裁
判
所
で
は
、
夏
休
み

親
子
見
学
企
画
と
し
て
、｢

裁
判
員
制

度
」
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

す
。

　
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
方
は
「
裁

判
員
制
度
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
任
命
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
８
月
20
日(

木)

　
午
前
の
部
／
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
の
部
／
午
後
２
時
〜
４
時

場
　
所
　
水
戸
地
方
裁
判
所
　
南
館

内
　
容
　
裁
判
員
制
度
サ
ポ
ー
タ
ー

　
任
命
証
の
授
与
、
裁
判
所
・
裁
判

　
員
制
度
の
説
明
、
裁
判
所
内
の
見

　
学
、
ビ
デ
オ
上
映
、
法
服
で
の
記

　
念
撮
影
等

参
加
資
格
　
小
学
４
〜
６
年
生
と
そ

　
の
保
護
者

募
集
人
数
　
25
組
程
度
（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
に
　
ツ
ア
ー
の
日
と
希
望
す
る
時

　
間
帯
（
午
前
の
部
・
午
後
の
部
）

　
　
氏
名（
ふ
り
が
な
）
　
学
年
　
連

　
絡
先
（
住
所
・
電
話
）
を
記
入
の

　
う
え
、
左
記
申
込
先
ま
で
送
付
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
当
日
の
ご

　
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

お

知

ら

せ

敬
老
会
・
金
婚
式
式
典
の
開
催

に
つ
い
て

水
道
の
給
水
装
置
所
有
者
変
更

手
続
き
に
つ
い
て

　
優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

問
合
せ  

健
康
福
祉
課

　
　
０
２
９
‐
２
４
０
‐
６
５
５
０

申
込
先
・
問
合
せ  

町
民
課 

　
交
通
防
犯
Ｇ
（
内
線
１
１
６
）

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

夏
休
み
裁
判
所
親
子
見
学
企
画

｢

裁
判
員
制
度
サ
ポ
ー
タ
ー｣

に

任
命
し
ま
す

問
合
せ  
水
道
課
・
簡
易
水
道
課

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
４

申
込
先
・
問
合
せ   

水
戸
地
方
裁

　
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

 

（
〒
３
１
０
‐
０
０
６
２ 

水
戸
市

　
大
町
１
‐
１
‐
３
８
）

　
　
０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
４
０
８

　
　
０
２
９
‐
２
２
４
‐
０
４
７
２

! !



教育相談窓口のご案内

財団
法人

　
平
成
22
年
１
月
10
日
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里
に
お
い
て
行
わ

れ
る
「
成
人
式
」
の
企
画
運
営
を
行

う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
新
成

人
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

募
集
人
数
　
15
人

応
募
資
格
　
平
成
元
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
２
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、

　
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
の
中
学
校

　
を
卒
業
し
た
方

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送

を
利
用
し
授
業
を
受
け
て
単
位
を
修

得
す
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。
教
養

学
部
と
大
学
院
が
あ
り
、
入
学
試
験

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
資
料
請
求
は

無
料
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限
　
８
月
31
日(

月)

　
お
子
さ
ん
が
急
な
病
気
で
心
配
な

と
き
は
、｢

子
ど
も
救
急
電
話
相
談｣

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
す
。

受
付
時
間
　
午
後
６
時
30
分
〜
11
時

　
30
分

受
付
電
話
番
号

 

プ
ッ
シ
ュ
回
線
固
定
電
話
・
携
帯
電
話

　
↓
　
♯
８
０
０
０

 

す
べ
て
の
電
話

　
↓
　
０
２
９
‐
２
５
４
‐
９
９
０
０

※
救
急
医
療
機
関
を
お
探
し
の
と
き

　
は
左
記
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
救
急
医
療
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ
ー (

年
中
無
休
24
時
間
対
応)

　
　
０
２
９
‐
２
４
１
‐
４
１
９
９

開設日時　毎週月曜日　午後１時～５時
直接相談　常北公民館（事前連絡不要）
電話相談　　029 - 288 - 2409
メール相談　　 soudan@town.shirosato.lg.jp
問合せ　教育委員会  　029 - 288 - 3135

募
　
　
　
集

広　告

平
成
22
年
成
人
式

　
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

そ
　
う
　
だ
　
ん

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集
！

資
料
請
求
・
問
合
せ

　
放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

　(

〒
３
１
０
‐
０
０
５
６

　
水
戸
市
文
京
２
‐
１
‐
１)

　
　
０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
８
３

　
　h

ttp
://w

w
w

.u
-air.ac.jp

申
込
先
・
問
合
せ   

　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
３
５

7

　便利で安全な電気は、生活や産業になくてはならない
エネルギーです。しかし、使い方をまちがえると、思わ
ぬ事故につながることもあります。
　特に、夏季には電気による事故が多く発生しているた
め、８月を経済産業省主唱の「電気使用安全月間」とし
て、電気使用の安全運動が全国的に展開されています。
　そこで、　関東電気保安協会では、皆さまに電気を正
しく安全にお使いいただけるよう「５つのポイント」を
お知らせしています。

　漏電遮断器を取り付けて電気事故を防ぎましょう。
　アース線はしっかり取り付けましょう。
　タコ足配線はやめましょう。
　プラグはときどき点検しましょう。
　取扱説明書にそった使い方をしましょう。

http: / /www.kdh.or . jp

電気使用安全月間です
電気を安全に使う　　　つのポイント

８月は経済産業省主唱の

ぼくは、
安全エレちゃん

子
ど
も
救
急
電
話
相
談
の
ご
案
内

関東電気保安協会財団
法人
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
ブ
タ

由
来
Ｈ
１
Ｎ
１
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
）
は
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感

染
が
北
米
で
確
認
さ
れ
て
か
ら
爆

発
的
に
全
世
界
に
広
が
り
、
警
戒

水
準
（
フ
ェ
ー
ズ
）が
世
界
的
な
ま

ん
延
状
況
を
示
す
最
も
高
い｢

６｣

へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
今
回
の
流
行
拡
大
に

際
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

医
療
体
制
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
従
い
患
者
数
の
増
加
に
応
じ

て
対
応
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
内
未
発
生
期
で
は
水
際
対
策

と
検
疫
に
力
が
注
が
れ
ま
し
た
。

国
内
で
新
型
患
者
が
確
認
さ
れ
て

か
ら
は
基
本
的
に
感
染
者
は
入
院

治
療
を
受
け
、
飛
行
機
で
の
座
席

が
近
か
っ
た
等
、
患
者
と
密
接
な

接
触
が
疑
わ
れ
る
者
を
一
定
期
間

隔
離
し
、
発
症
す
る
か
ど
う
か
注

意
深
く
観
察
し
ま
し
た
。
急
な
発

熱
そ
の
他
症
状
が
あ
り
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
が
疑
わ
れ
る
者

は
、
相
談
窓
口
に
電
話
で
相
談
し

「
発
熱
外
来
」を
受
診
し
医
師
の
診

察
を
受
け
ま
し
た
。
患
者
数
の
増

加
に
と
も
な
い
も
は
や
封
じ
込
め

は
困
難
な
状
況
と
な
り
、
６
月
19

日
に
厚
生
労
働
省
よ
り
「
重
症
患

者
は
入
院
治
療
と
す
る
が
、
比
較

的
軽
症
者
は
自
宅
療
養
（
外
来
診

療
を
主
体
）」
と
の
指
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
指
針
改
定
を
受
け
、
茨
城
県
に

お
い
て
も
患
者
数
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
発
熱
外
来
以
外
の
一

般
医
療
機
関
（
か
か
り
つ
け
医
）
で

も
発
熱
患
者
と
そ
れ
以
外
の
患
者

を
分
け
る
対
策
を
講
じ
た
う
え
で

診
療
す
る
体
制
に
移
行
し
ま
す
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
は
、｢

感
染
性
は
高
い
が
重
症
度

は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み

で
あ
る
」
と
か
、｢

高
齢
者
で
既
に

抗
体
を
持
っ
て
い
る
方
が
お
り
か

つ
て
ま
ん
延
し
た
ウ
イ
ル
ス
と
よ

く
似
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
る
」
な
ど
、
対
策
を
立
て

る
う
え
で
ヒ
ン
ト
と
な
る
い
く
つ

か
の
知
見
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
ウ
イ
ル
ス
は
遺
伝
子
を
変

異
さ
せ
て
変
わ
る
特
徴
を
持
ち
、

ま
た
、
高
病
原
性
ト
リ
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
同
時
に
入
っ
て
く
る
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
た
め
油
断

は
禁
物
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
が
最
も
重

要
と
考
え
る
の
は
各
個
人
が
実
践

す
る
感
染
予
防
対
策
で
す
。
他
人

か
ら
う
つ
さ
れ
な
い
、
他
人
へ
う

つ
さ
な
い
と
い
う
意
識
で
、
飛
沫

感
染
対
策
（
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、マ
ス

ク
着
用
）、
接
触
感
染
対
策（
手
洗

い
）
を
徹
底
す
る
、
流
行
し
て
い

る
と
き
に
出
歩
か
な
い
、
な
ど
基

本
的
な
予
防
対
策
が
き
ち
ん
と
な

さ
れ
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　
近
隣
地
域
で
の
流
行
は
や
や
終

息
に
向
か
っ
て
い
る
印
象
が
あ
り

ま
す
（
７
月
21
日
現
在
）
が
、
秋

冬
に
大
流
行
す
る
可
能
性
を
想
定

し
そ
れ
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。「
の
ど
も
と
過
ぎ
れ
ば
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
軽
視
せ
ず
今
後

の
動
向
に
つ
い
て
注
意
を
払
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
注
：
こ
の
内
容
は
筆
者
が
執
筆
時

点
の
も
の
で
あ
り
、
患
者
発
生
状

況
の
変
化
に
よ
っ
て
は
変
わ
り
う

る
も
の
で
す
）

日　時

会　場

出演予定者

チケット料金

チケット取扱所

問合せ

　６月中旬より、県内でも新型インフルエンザが発生しています。
　今回の新型インフルエンザ（A／H1N1）は、季節性インフルエンザと同様に比較
的軽症で回復されている方が多くみられますが、感染力は強いので注意が必要です。
　感染予防の基本は、うがい、手洗いです。
　発熱などの症状があり、感染が心配な場合は水戸保健所に相談しましょう。
問合せ　水戸保健所　　029-241-0100

日　時　11月28日(土)・29日(日)　両日とも　午前11時30分から　　午後３時30分から

会　場　笠松運動公園屋内水泳プール兼アイススケート場

出演予定者　八木沼純子withプリンスアイスワールドチーム

　荒川静香　本田武史　太田由希奈　ほか

チケット料金　アリーナ席／9,000円、Ｓ席／6,000円、

　Ａ席／5,000円、ペアシート(２人１組)／11,000円、

　ファミリーシート(４人１組)／18,000円

チケット取扱所　笠松運動公園管理事務所　　029-202-0808、

　水戸京成百貨店プレイガイド　　029-231-1111、ローソンチケット 　0570-084-003

問合せ　笠松運動公園管理事務所　　029-202-0808

上
井
　
雅
哉

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ

　
　
　  

の
対
応
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ

　
　
　  

の
対
応
に
つ
い
て

新型インフルエンザにご注意ください！新型インフルエンザにご注意ください！

健
康
コ
ラ
ム

Dr.


